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雨風にさらされ、雑踏の中で誰に見向きもされずとも、めげることなく必死に生きる雑草の姿が
「雑草魂」と呼ばれ称賛されます。しかし、それは人間が勝手に決めつけた理想の雑草像でしかあり
ません。本当の雑草は、踏まれてもあえて立ち上がらず、踏まれながら自分の居場所を見つける戦
略家なのです。この企画では、そんなしたたかな雑草から、のびのびと楽に生きていく術

すべ
を学びま

す。今回は、タンポポ、シロツメクサ、オオバコをご紹介します。

第１回タンポポ、シロツメクサ、オオバコ

「踏まれても立ち上がる」は本当？

「踏まれても踏まれても立ち上がる、それ
が雑草魂だ！」そんな言葉をよく耳にします
（図１）。日本ではしばしば「雑草魂」という
言葉がもてはやされます。踏まれても必死に
生きる雑草の姿を、つらいことにも耐えて努
力するという人間の教訓に仕立てたのでしょ
う。しかし、本当にそうでしょうか？　よく
観察してみると踏まれている雑草は、踏まれ
るたびに立ち上がることはしていません。１
度や２度踏まれた程度だと立ち上がるかもし
れませんが、頻繁に踏まれる場所だと立ち上
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がることをやめてしまうのです。何だか情け
ないような感じもしますが、そうではありま
せん。「踏まれたら立ち上がらない」ことが�
雑草の戦略で、そこに本当の雑草魂があるの
です。
それでは、立ち上
がらずにどう生きて
いくのでしょうか。
タンポポを例に見
てみましょう。タン
ポポは踏まれないと
ころでは、茎を高々
と伸ばします。しか

図１　踏まれても
踏まれても

監修：稲垣栄洋（静岡大学農学部教授）
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す。つらいときは無理に立ち上がるのではな
く、次のチャンスに向けてしっかりとエネル
ギーを蓄えるのです。立ち上がることに目を
奪われず、大切なことを見失わない。それが
タンポポの生き方なのです。

幸せのイメージに隠された苦難

小さい頃、必死に四つ葉のクローバーを探
した、なんて経験はありませんか？
四つ葉のクローバーと呼ばれる植物、本当
の名前をシロツメクサと言います（図３）。四
つ葉のクローバーの花言葉は「幸福」。「幸せ」
の象徴です。実は四つ葉のクローバーも踏ま
れることが関係しているのです。
ところで、どうして四つ葉のクローバーが
幸せの象徴になったのか、ごぞんじでしょう
か？　葉っぱが十字にクロスしているように
見えますが（図４）、シロツメクサの原産地で
あるヨーロッパでは、美しい四つの葉の形が
キリストの十字架を象徴しているとされてき
ました。そして、幸運や幸福をもたらすと考
えられたのです。それだけではありません。

図２　放射状に葉を広げるタンポポ

たりとつけています（図２）。この姿はロー
ズ（バラの花）に似ていることからロゼット
葉と呼ばれます。茎を伸ばさずに葉を広げる
ロゼットも、踏まれることに強い形です。こ
うして踏まれながら、タンポポは光合成を行
い、力を蓄えるのです。
植物が縦に伸びるのは、他の植物よりも高
い位置に葉を広げて光合成をするためです。
しかし、踏まれる場所では植物は縦に伸びる
ことはできません。そのため、地面にぴった
りと葉をつけることによって、日光を浴びる
ことができるのです。
タンポポの生き方はつらく厳しい時期の
過ごし方を私たちに教えてくれます。そもそ
も、どうして立ち上がらなければならないの
でしょうか？　タンポポにとって大切なこと
は、花を咲かせて、種子を残すことです。そ
うであるとすれば、踏まれても踏まれても立
ち上がることは、タンポポにとっては無駄な
努力です。それよりも、タンポポは踏まれな
がら花を咲かせることを考えます。そして、
花を咲かせることにエネルギーを使うので

し、よく踏まれる場所で
は地面にべたっと張り付
くように茎を伸ばしてい
ます。踏まれて茎が倒れ
てしまったようにも見え
ますが、そうではありま
せん。タンポポは葉っぱ
が踏まれる刺激を受ける
と、自分から茎を横に伸
ばします。こうして、踏
まれる衝撃を逃している
のです。
それだけではありませ
ん。タンポポは葉を放射
状に広げて、地面にぴっ

53月刊保団連　2022.3 No.1366



クローバーは逆に不幸を招くとも言われてい
ます。何事も多すぎてはダメで、ほどほどで
あることが、本当の幸せなのかもしれません。
ところで、シロツメクサの葉っぱは、通常
は三つ葉ですが、どのようにして幸せの「四
つ葉のクローバー」が生まれるのでしょう
か？　その理由はいくつか考えられています
が、一つは「踏まれること」にあります。四つ
葉のクローバーを探すときには、人が通らな
い場所を探すよりも、人に踏みつけられるよ

うな場所の方が見つかりやすいことがありま
す。人に踏まれると、葉っぱの基になる原基
が傷つきます。そして傷ついて分裂すること
によって、本来、三つ葉であるはずのものが、
四つ葉になるのです。
シロツメクサは、こうして踏まれながら幸
せの象徴を生み出しています。踏みつけられ
た場所に幸せの象徴が生まれるって、何だか
不思議です。本当の幸せは、踏みつけられな
がら、傷つきながら、育つものなのかもしれ
ません。

ストレスを受け流すしなやかさ

公園でオオバコを見かけると、子どもの頃
に草相撲に夢中になったことを思い出します
（図５）。オオバコの茎は、よくしなります。
そして、引っ張り合っても簡単にちぎれるこ
とはありません。そのため、オオバコの茎は
草相撲にもってこいなのです。
オオバコは、むしろ踏まれるところによく
生えています。オオバコは別名を車

しゃ

前
ぜん

草
そう

と言
います。車が通る道に多く自生していること
が、その名前の由来です。人間に踏まれるだ図４　四つ葉のクローバー

図３　シロツメクサの花

四つ葉のクローバーは探
しても探しても、なかなか
見つかりませんよね。何し
ろ一説によれば、四つ葉の
クローバーが発生する確率
は、１万分の１程度とも言
われています。それだけ珍
しいものなので、見つける
と幸運が訪れると考えられ
たのかもしれません。
ときどき、四つ葉だけで
はなく、五つ葉や六つ葉が
見つかることもあります。
しかし、五つ葉や六つ葉の
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手で簡単にちぎれるほど柔らかい葉で、踏ま
れる衝撃をうまく逃します。しかし柔らかい
だけではちぎれてしまいます。そのため、葉
の内側に骨の役割を担うような硬く太い筋
を持っているのです。硬い体で守ることだけ
でもダメですし、柔らかく衝撃を逃すことだ
けを考えていてもいけません。オオバコの茎
や葉は、この両方を併せ持つから強いのです
（図６）。
しかし、オオバコは踏まれることに耐えて

いるだけではありません。実は、踏まれるこ
とを巧みに利用して繁栄しているのです。ど
ういうことでしょうか？
オオバコの種子は水に濡れるとゲルのよ
うに粘性を持ちます。そのため、雨が降って
地面が濡れた後、その場所を人間や動物が踏
み、車が通ることで、その足やタイヤに種子
がくっつきます。そうしてオオバコはくっつ
き虫のように、人間の足の裏にしがみついて
陣地を広げていくのです。つまりオオバコに
とって、踏まれることは耐えることではあり
ません。そうしなければ困ってしまうほどま
でに、踏まれることを利用しているのです。
オオバコの生き方はストレスの対処法を
教えてくれます。凝り固まった頭でむやみに
「頑張れ」と体にむち打っても、いつかストレ
スに身体を壊されてしまいます。自分自身の
内面に簡単にちぎれることのない硬い芯を持
ちながらも、柔らかい発想でストレスをうま
く受け流します。そして、逆境は耐えること
でも、克服すべきことでもありません。オオ
バコのように、逆境すらも利用してやれば良
いのです。� （つづく）

図５　踏まれることで繁栄するオオバコ

図６　オオバコの葉

けでなく、大きく重い車に
轢
ひ

かれても負けないオオバ
コは、まさに「雑草魂」を体
現する雑草と言えるでしょ
う。しかし、オオバコは踏
まれることに、歯を食いし
ばって耐えているわけでは
ありません。上手に踏まれ
ることでストレスを逃して
います。
よくしなって、ちぎれな
い茎は踏まれることに強
い秘密の一つです。それで
は、葉はどうでしょうか？　
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